
りぺラル0ア」ツ教育とは~豊かな人間性に結びっいた知性を育む「全人教育」 ^

ノートルダム清心女子大学は、その教育理念に「真の自由人の育成」を掲げています。この「自由」とは決して自己中心的
とか勝手気まま、という意味ではありません。真の自由、それは自らによって考え、選択し、責任を負っていくこと、すなわち
「何かからの」自由ではなく「何かのために」自分の生き方を主体的に選び取っていく自由のことです。
本学の「りべラル・アーツ教育」は、こうした意味での「自由」への志向を育むものであり、それはただ知識の幅を広げるに

とどまらず、根本的な部分で自分自身の生き方を問い直し、方向付けるためのものです。それぞれの学科で学ぶ専門的な

知識や技術は、それを

「何のために」使うべき
科目、キリスト教文化研究所開かを知らなけれぱ、ただ

他学科科目、教目等の道具にすぎません。 4年間のカリ
専門的な学びを、自分 キユラム構成 、

卒業論文の人生の課題へと統合 塙 、ー
することが、大切なので 俸

Φす。そしてこれこそは真
倹

の意味での「キャリア教 ク
専攻科目育」でもあると言えるで 扶

しょう。
^

&逸弊歌逸条令キリスト教精神に基づ
懲.ノき「知の全人的統合」を

ゞ令'図るりべラル・アーツ大 基礎科目 希ゞ.壱闘',タAX壱る",タ学として、本学ではそれ

女＼勺タ゛'ぞれの「学科科目」の学 水ぢ》,速学科科目びを包み込む「全学共

゛◇、.凡',通科目」の枠組みを設 '目 次ぐ
け、総合的な判断ので

きるバランスのとれた人 建学の理念
間性の育成をめざして
います。

0英語 IB~英語Ⅵ旧

カトリ、ソクの大学として、キリスト教精神に基づく人格教育の伝統を大切にしている本学では、自己の世界を深く耕し、生き
る意味を追求することのできる必修科目や選択科目を「全学共通科目」として数多く開講しています。
めまぐるしく変化する社会に開かれた姿勢を持ちながらも、時代に流されるのではなく、本当に大切なことを見分け、愛を

もって他者に奉仕していくことのできる「真の自由人」を育むこと。そのために「人間論」を中心とした「キリスト教科目」をはじ
め、立体的で多様なプログラムが準備されています。
2014年度からは、現代社会への幅広い視野や、対話的思考力を養う「自立力育成科目」が加わり、生涯を通じての社会

との結びつきを深く意識させる豊かな「キャリア教育」としてのりべラル・アーツ教育を実現しています。

0特別演習英語B

0特別演習英語D

0特別演習英語F

0特別演習英語1

0特別演習英語」

0 ドイツ語 I B~1VB

0フランス語 I B~1V B

0中国語 IB~1VB

全学共通科目 ~りべラル・アーツ教育は豊かなキャリア教育~

キリスト教文化

研究所開講科目

暑二威 D"'力等

特講において、キリスト教思想や文化、そして聖害について

の理解を深めることができる。また、演習では、学生個々の

関心に基づきキリスト教的テーマを深く探求することができ

る。

0特別演習英語G

0特別演習英語H

0キリスト教文学特講

0キリスト教文学演習

0海外英語演習A

0わたしたちの社会と科学

0世界の中のわたしたち

0ことばと社会

0キャリアデザイン基礎

0キャリアデザイン発展

0ディスカッションから社会を考える0

女性の自立を考える

0共生と文化を考える

0自立力育成ゼミ1~Ⅷ

●全学共通科目

キリスト教科目

教養科目

外国語科目

健康科目

自立力育成科目

情報科目

フィプロマ

ポリシー

建学の精神であるキリスト教の人問

理解を'、まえ、人文・社会・自然科

学にわたる基本的な知識と言語的能

力を身につけている。

【知識技能】

、,斗目区分

キリスト教科目

【主体性を持ウて多様な
【思、考力・判断力・表現力等の能力】

人々と協して学ぶ度】

さまざまな分野の学問をバランスよく学ぶこと自らを取り巻く世界に知的な眼差しを向ける

で、客観的で論理的な思考力を身にっけていとともに、人間とその内面的価値にっいての

る。また、学びを通じて獲得した知識を、現実深い関心を有している。学びを通じて獲得し

の社会の多様な課題との関連において意義付た知識や技能を、平和でよりよい社会の実現

け、実践に結びっけてぃく倫理的な判断力を備のために活かす意欲を持ち、人問の尊厳と多

えているとともに、他者への的確な理解と配慮様性に配慮しっつ、他者に寄り添っていくこ

に立った表現力.コミュニケーション能力を獲とのできる共感的な態度を身にっけている。

得している。

キリスト文化
升究、斤開講科目

0キリスト教思想特講

0キリスト教文化特講

本学の教育理念の基盤であるキリスト教にっいての基本知識を身にっけるととも

に、キリスト教的価値観に基づいて、生きることの意義を深く追求し、他者に共

感、奉仕することのできる人問性を養う。

養科目

本学の教育理念のーつであるりべラルアーツ教育を実現する

ために様々な分野の講義を開講している。それらを履修する

ことによって、専門の枠を超えた幅広い教養と総合的な判断

のできる知性を養う。

涯のキヤリアを

支える力を育む授業

央語①
コミュニケーションを行う目的や場面,状況などに応じて,複数の技能を効果的に

関連付けながら、英語で情報や考えなどを伝える能力を養う。

英語の音声や語象,表現,文法,言語の働きなどを理解するとともに、これらの知

識を、聞くことや読むことなどの技能を中心として,実際のコミュニケーシヨンに

おいて活用できる技能を養う。

央語②

央語③

資格試験

受検指導

学科科目

央語④

英検、 TOEIC、 TOEFLなどの資格・検定試験受検のための指導を目的とする。

^.、,_.、
..^'

0特別演習英語A

特定の領域における知識・技能を養うことを目的とする。 0特別演習英語C

0特別演習英語E

初歩的な音声や語粂,表現,文法,言語の働きなどを理解 0ドイツ語 IA~ⅣA

し,コミュニケーションにおいて活用できる基礎的な技能を 0万ンス語 IA~1VA
0中国語 IA~1VA養うとともに,異文化理解を深める。

身体的にアクティプで健康的なライフスタイルの確立に向けて、精神的、身体的、
0心と体の健康論

社会的側面から健康にっいて考察を深めるとともに、実技を通して運動の楽しさや
0体育実技1~Ⅲ

良さを実感しながら体力を養い、学んだことを実生活に活かす。

0わたしたちの社会と経済
社会の活動を支えている経済、政治、法律、科学、国際情勢

0わたしたちの社会と政治
などを学ぶことにより、社会現象を見る視野を広げ、本学の

0わたしたちの社会と法
教育理念のーつである「時のしるしをよみとる」力を身にっ

0わたしたちの社会とホ'ランティア
けることができる。

0人材育成論

この科目群を学ぶことにより、自ら考え、判断し、行動して 0ボランティア実践 1~1V

その任をとるという、自立した人問に'、さわしい能力を身 0日本語表現 1~Ⅵ

にっけることを目指す。いわゆる、本学の教育理念である 0アジアと平和を考える

0 「いのち」と「くらし」の倫理「真の自由人」になることを目的とする。

惰報化社会で必要とされるスキルを身にっけ、それらを実際の社会生活に応用でき

るようになる。また、インターネット時代のモラルやセキュリティにっいて学び、 0情報メディア演習

自分及び他人の安全を図ることができる。

初修外国語

0哲学 1・ 11

0倫理学 1・11

0文学 1 ~Ⅵ1

0芸術1~Ⅳ

0歴史学1~Ⅵ

0日本国法1 ・Ⅱ

健康科目

0人問論

0キリスト教学 1 ~XVI

0法律学 1・11

0社会学

0三萱五学!

0心理学1~Ⅲ

0情報学 1・11

0数学 1 ・ 11

A群

飼号斗昌

B群

0物理学1・

0化学 1・ 11

0生物学1・

0科学史1・

0医学 1・ 11

0英語 IA~英語ⅣA

情報科目

●キリスト教文化研究所開講科目

全
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目


